日本OP第5-12-0３号
平成24年度　第3回ＯＰ協会理事会議事録
日時：
平成24年12月1日（土）10:00～17:00

場所：
全菓果連ビル９階　㈱フォーシーズ　会議室
参加者：
秋山監事、占部副会長、矢野理事長、河内副理事長、濱本理事、荒川理事、田中理事、
岡田理事、花田理事、榊原理事、須河内理事（順不同）

議事録：
須河内理事
確認者：
榊原理事（東日本）、濱本理事（西日本）

議事に先立ち、上記議事録作成者と確認者を決定し、矢野理事長を議長として審議を実施した。

審議事項
議題１

2013年全日本選手権　大会枠申請の件（レース委員会）
報告、課題）

· 11月末時点での申請状況（未到着の見込分含む）の報告がなされた。
東日本水域１１大会、西日本水域１４大会　（２５大会）
· 多くの大会に３枠を割り振ると、東西選手権の配分が殆どなくなる。

結論）
審議の結果、2013年全日本への大会枠に関して、以下の方針で臨むこととする。
· 東西選手権は最低でも７枠ずつ程度は確保必要。

· 各大会への配分は最大２枠／大会を基本に、東西のバランスを考慮して決定する。
· 今後、レース委員会で詳細を詰め、早急に経緯とガイドラインをＨＰに公開するとともに
既に完了した大会に変化がある場合には、個別に誠意を持って対応する。
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議題２

2013年アジア選手権（葉山）について

大会が近づいてきたのに準備が遅れている。大会について多方面より討議を行った。

· 予算の概算見積り、組織体制を早急にまとめ、スポンサー探しや各方面への協力依頼を推進できる形にする。（年内）

· 予算案を策定し、1月に臨時理事会を行う。

· 1月NOR公示、2月プレエントリー受付

· 一般会計からアジア大会の会計に一旦資金を移す必要が生じる。
JODAとして大きな支出であり、臨時総会を開催し補正予算の承認を諮る。

議題３

ＮＴ選考方法について

2013年度はアジア大会が自国開催でもあり、JODAとしても大いに盛り上げたい。

選考方法について討議を行い、以下の方針とした。（NORでも公示される）

全日本１位（ワールド内定）の高山君に対して、アジア選手権の参加を内定する。

更に、本選考会の順位により、以下の方法で派遣選手（候補）を選考していく。

1 上位4名の選手は、世界選手権とアジア選手権に内定する。（+内定者1名）

原則として一方のIODA大会だけの参加は認めない。両方の大会に参加すること。

2 5位以下の選手

上位の選手より、以下の選択肢より意向を確認していく。
・アジア選手権のみ出場する

・ヨーロッパ選手権のみ出場する

・海外派遣を辞退する

なお、辞退者等の事情により派遣可能最大人数に満たないまま最終位まで到達した場合でも、
選考会に出てない選手の繰上げ等は行わない。

議題４

全日本選手権・東西選手権に関するアンケート集計（途中報告）

レース委員会より、アンケートの中間集計が報告された。回収締め切りは過ぎたものの、

全日本選手権にも常連の数クラブから回答が届いておらず、もう少し回収率を高めてから

最終集計結果を公表するものとした。

今後の方向性については理事会で意見集約し、総会への提案を目指す。
議題５
　計測委員会より
前回の理事会で議題に上った「従来艇」「新型フォイル」の扱いについて、新ルール適用後の
新規計測数（国内普及数）が報告され、以下が承認された。

· 今後の新艇登録時には、新型フォイルでないと受け付けない。

· 2013年全日本選手権より、IOD95艇（新型フォイル使用）にて大会を実施する。

· 2015年より上記を東西選手権にも適用する。
· 本件はHP等を通じ、広く会員に周知する。
次回の理事会は、平成24年1月の予定。

以上
